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なところがございます｡もし先生のいろいろなご
経験からどんな方法があるのか,また好ましいの
かを,お教えいただけたらありがたいと思ってい
ます｡
一番ケ瀬 :経費の件ですけれども,例えばスウェーデン
は利用者負担なんですね｡日本の場合に,どれく
らい行政が負担するかというのは,必ずしもはっ
きりしてないんですが,自治体によってかなり差
があるんですね｡荒川区の食事サービスに関する
仕事に関わったことがございます｡それは実は民
生委員さん,特に女性の民生委員さんが生み出さ
れたものなんです｡女性の民生委員さんは,一人
暮らしの方の生活をよくご存じです｡その中から,
結果としてたいへん厳しい食生活だというような
ことが分かってきました｡例えば,ラーメンが一
袋あって,それを小分けにして食べている｡ 店屋
物をお昼に取って,そしてなるべく遅く起きて,
そのお昼に届いたものを半分食べて,それから4
時頃に残りの半分を食べるとかね｡たいへん具体
的に民生委員さんがキャッチされまして,そうい
うことから始めたんです｡その場合に,地域を見
渡しますと,共有できることというのは案外ある
んです｡今ですと,学校自体の人数が減ってきて
いますから,給食の設備とか,あるいは町内会の
建物,さらには保健所とか,消防署とかね｡いろ
いろそういうのを調べて,それで,A地区はここ,
B地区はここ,そして結果的に光熱費や,そのた
めの設備費は自治体の方にお願いする｡ 実際の配
食は,女性の民生委員さんにお願いをするという
結果になりました｡それは各自治体でその地域の
特性をキャッチしながら,対応するしかないとい
うことなんですね｡ただ荒川区の場合,私が素晴
らしいなと思ったのは,宅配をやっているうちに
だんだん親しくなられて,9つの小学校の生徒た
ちの絵手紙を出してみたらどうかということで,
PTAとタイアップしておやりになった｡これは
受け取る側の表情がみるみる変わるぐらい,喜ば
れたということです｡いろいろ導入の仕方がある
と思いますけれども,それはこれからも考えてい
かなければなりません｡さっき申し上げましたよ
うに,自治体の2割ぐらいしか,今関心を持って
ないんですね｡でも,それはボランティアの数を
増やし,あるいは民生委員さんの協力を得て,い
ろいろなところがタイアップしてやっていかない
(12)
といけない ｡ さっき申しましたWACも,食事サー
ビスの介護ボランティアをかなりやっておりま
す｡これは,費用そのものは結果的に今のところ,
利用者負担ということですが,これからの課題だ
と思います｡
白淳 :どうもありがとうございました｡先生,調査はず
いぶん難しいというお話でしたが,そのあたりは
どうですか｡
一番ケ瀬 :はい｡聞いて具体的に答えもらうよりは,そ
の前に絵を描いておいて,これに丸をつけてもら
う,そういう調査方法もありますね｡
白淳 :どうもありがとうごさいました｡次は,居住の先
生の方から,ご意見をうかがいたいのですけれど
も｡
蘇 :今日はどうも,基礎の話をありがとうございまし
た｡非常に示唆が多くて,また何か力づけられる
ようなお話がたくさんありまして,これから頑張
ろうというふうに,今日は心を新たにいたしまし
た｡私は,曽根先生と同じ研究に関係していまし
て,住吉区と泉北ニュ-タウン,いわゆる戦後新
しくできたニュータウンと比較しております｡私
の担当は,外出行動の調査でして,外出行動とい
うのはすごく大きいものですから,散歩というも
のをテーマにして,高齢者の方に片っ端からどこ
を散歩してますか,というのを聞いて調査してお
ります｡大分結果がまとまってきたんですけれど
も,簡単に言いますと,住吉区の散歩は非常に充
実しているんですが,ニュータウンの方は非常に
寂しいというのがあります｡それは特に,前期高
齢者の方は非常に元気なんですけれども,後期高
齢者になられると,途端に行く場所が無くなりま
して,生活が非常に寂しくなってくるということ
です｡そういった話が,散歩から見ても非常に分
かってくるんです｡そういった意味で,日本全国
にはいろいろニュータウンがありまして,その中
でニュータウンのあり方とか,ニュータウンの中
の後期高齢者が,いわゆる環境移行しなくて,ずっ
とその場に住んでいくにはどうしたらいいだろう
かとか,介護のあり方とか,それから食事サービ
スとか,いろいろな問題が今後ますます大きくな
ると思うんです｡先生がいろいろな所を見られて
一番ヶ瀬 :長寿社会と生活科学
ます中で,この後のニュータウンのあり方ですと
か,その中での高齢者の住まい方みたいなもので
お考えがありましたら,ぜひとも生かしていきた
いと思いますので,お聞かせ願いたいと思います｡
一番ケ瀬 :あまり具体的には存じませんけれども,阪神
淡路大震災の後の,神戸や兵庫県の様子をずいぶ
ん調べましたOそれで,いろいろお話したことが
あるんですけれども,一つは,だんだん高齢者の
人が増えていますよね｡これは東京でもそうなん
ですけれでも,団地にしか住めないという状況も
あります｡そこは,やはり階段が狭すぎる,手す
りがない,それからまた上の方に住んでおられる
方の場合には,救急車が来ても担架を持って行け
ない｡そこら辺のあたりの改造,工夫をどうする
のかということ,それから空いている部屋の活用
の問題がありますよね｡もちろん,部屋の中に手
すりを付けたり等,いろいろあるんですけれども,
空いている部屋の活用の問題は,公団住宅の課題
であろうと思います｡そのまま放っておくのか,
むしろお互いの集会の場とか,コミュニティケア
の場とか,あるいはそこへ行けばみんな麻雀がで
きる,そういうような娯楽の場に活用できないか｡
もちろん,ケアワーカーの方をそこに配置できな
いのか｡いろいろ意見が出ています｡
もう一つ,私はスウェーデンで経験したことが
あります｡同じようなサービスハウスなんですけ
れども,介護がより必要になるとすると,例えば,
全く同じ広さで,同じような状況の中で二階に移
る,そこはケアワーカーの人が多くいる｡ でも,
外から見たら,高齢者の方の普通のサービスハウ
スにすぎない｡それから,最近は若い人が一緒に
住むのではなくて,若い人は若い人で住んでいる
んですが,介護の非常に重い人にはワ-カ-の人
がたくさんいて,介護の重くない人には少ないと
いうふうに,外から見て差別というか区別しない
ように,高齢者の方が同じように仲間として住み
ながら,必要なケアを受けられる｡ そういうシス
テムを集合住宅の中で増やしていくことが,これ
からの課題かなと思います｡ それから,グルー
プリビングやグループホーム｡ ちょうどグルー
プリビングが日本で最初に流行ってきたころのこ
となんですが,その方は自分でアパートのような
ものをつくってグループリビングを始められまし
た｡最近,社宅を売りに出している会社が増えた
(13)
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んですけれども,二番目のグループリビングは社
宅｡社宅の一階の何室かを介護支援センタ可二開
放して,ケアを考えてみたらどうか,こういうこ
とを言っておられました｡住宅とケアのあり方と
をどう組み合わせるか,あるいはどういうふうに
絡ませるか,両者をうまく活用していくようなあ
り方ですね｡もちろん,ケアの中身は検討する必
要があったんですけれども｡ このあたりは今,す
ごく重要な時期じゃないでしょうか｡ずいぶん空
き室が目立ちますよね｡そこらへんのことをどう
活用していくか,これから考えなくてはいけない
かなと感じております｡
白淳 :それじゃ,他にいかがでしょうか｡
畠中 :家族地域健康福祉学の畠中と申します｡仮説の
作り方という議論,KJ法という議論が出てきた
んですけども,学生に指導する時に,きちんとレ
ビューしなさい,あるいは経験と言いますか,た
くさん拾い集めなさい,ルポルタージュを見なさ
い,そういうところから仮説が作れるんですよ,
という議論を長くやってきました｡今日,発想法,
KJ法の議論が出てきて,こういったレビューを
きちんとしていくとか,経験を重ねていくという
議論と同時に,KJ法で何が問題なのかを構造化
していくという作業を組み合わせていくと,もっ
と意味がある研究ができるんではないか,といっ
たアイデアをいただいた気持ちがしています｡感
想ですみません｡
福井 :長寿社会研究室の博士課程に在籍している福井と
申します｡発想法のことで教えていただきたいん
ですけども,ニュートンがリンゴの実が落ちるの
を見て,万有引力の法則を導き出した時に,それ
までは誰からも,リンゴが落ちるのを見て,万有
引力という話は出てこなかった｡それはやはり,
発想法の問題だと思ったんですが,例えば発想と
言う時に,先生は事例を積み重ねていくと先ほど
おっしゃったんですが,積み重ねていって,発想
法でどのようにもっていくのかというところが難
しかったんですが｡
一番ケ瀬 :発想法は,本当に非常に難しいことが多いん
です｡ある意味では,介護などもそうですけれど
も,家族介護はありましたけど,社会的介護など
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は今までないことですよね｡そういうもののあり
方をどうするかという研究をしていく場合に,体
験の積み重ねが大きいですね｡体験の中からある
程度の推論が成り立つ｡現場の研究会で,老人ホー
ムの理事長さんに聞いた話ですけど,事故とボヤ
が大きな課題なんだそうです｡介護保険前だった
らまだ謝れば済んだけど,今はどうしようもない
ですね｡理事長としては,事故とボヤをなるべく
少なくする｡事故は,心がけだけで注意をしましょ
うと言っても,つまらないですね｡それでさっき
申し上げたように,事故の起こる箇所と時間を研
究していったら,一つの傾向が出てきた｡例えば
4時頃起こるとか,廊下の曲がるところに多いと
か｡それはいろいろ調べてみても,他の場合も同
じです｡体験則ですね｡その中から結局やったこ
とは,上からしか照明がなかったんですけど,足
元に照明をつけるという改善をすると,結果的に
事故が減ったということです｡仮説があったわけ
ではなくて,いろいろ困ったあげくに出てきた,
体験則のようなものをピックアップして,そこか
ら考えたということです｡
アルツハイマーの施設の場合も,そうでしたね｡
トイレもどこにあるか分からない｡それで結果
的に,ウロウロなさる｡ だからウロウロしなくて
すむように, トイレを開けておく｡ これなんかも
手探り,体験なんですね｡そういう発想法は,突
如ひらめくなんていうのはよほど天才でしょうけ
ど,そうじゃなくて生活の中で体験しながら,こ
ういうつながりがあるな,どうもこういう経験が
あるなというあたりのことを大切にしながら,そ
こからこうだろうという仮説を考えるということ
じゃないでしょうか｡だから私は,社会福祉の場
合,なぜ実習が大事なのか,そういうことだと思
うんです｡決まった技を見て覚えるという以上に,
実際を現場の中で体験することによって,少しず
つああなのかな,こうなのかなと考える｡ 例えば
誤薬の問題も,机の並べ方とか,引き出しの置き
方とか,ずいぶんいろいろとやりました｡結果的
に,そういう工夫の積み重ねで減らしていくしか
ないです｡手のかかる方が増えますから,やはり
体験別を大事にするということではないでしょう
か｡体験する,あるいはそれを記録する｡ 要する
に事故の時間と場所なんて,記録がなかったら始
まらないんです｡
白淳 :ありがとうございました｡他に?
西成 :食品プロセス科学を担当しております西成と申し
ます｡今日のお話をたいへん興味深くおうかがい
していたんですが,最多世帯数は,一人暮らしが
一番多くなってきてしまったということで,コン
ビニが非常に増えているという説明になるかと思
うんです｡コンビニの宣伝を聞いていると,一人
暮らしの老人に非常に便利で,とても理想的な食
べ物を提供する等,言っているわけです｡そういっ
たようなことは,非常に調子よく聞こえるわけで
すが,いろいろ問題があって,個別 ･便利という
ことは必ず環境問題につながる面があります｡そ
ういうものでなくて,先生がおっしゃられたよう
に,自治体レベルでそういうもの,つまり環境ま
で配慮したような理想的な生活,長寿を全うでき
るような食生活などは,どうやったら実現可能な
のかお聞かせ下さい｡
一番ケ瀬 :これは難しい課題で,答えになるかどうか
分からないんですが,これからの社会福祉は,
NPO法人養成に力を注ぐ必要があると思ってい
ます｡つまり,地域の中でやっていく福祉サービ
スの順応性,そういう食事サービスと,結果的に
コンビニの食事サービスと,ある意味で競合関係
に入るだろうと思います｡結局は,その中で仲間
とか身近な人とか,いろいろな意味でNPO型の
福祉サービスが,力を発揮できればいいなと思っ
ています｡もちろん,コンビニの中にも柔軟なと
ころが出てきていますから,全然無視はできない
と思います｡要するに,日本の場合は,食事サー
ビスについて,関心が非常に低かったというこ
とですよね｡スウェーデンの場合は,生活協同組
合が非常に積極的です｡生活協同組合は広い意味
でのNPOですね｡さっき申し上げましたドラッ
カーも,『ネクスト･ソサイエティ』の中で非常
に強調しているのは,これからの社会では,少子
高齢化は防ぐことはできない｡市場経済中心主義
では機能できない｡結果的にコミュニティ単位の
NPOが,これからのコミュニティを支えていく
んだと言うんですけども,それは大きな意味では
間違っていないという気がしています｡その点で,
WACはNPO推進の団体なんですけれども,そこ
をを推進したいなと思っています｡地域でかなり
差がありますので,現実に食事サービスにしても
(14)
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多少葦が出てくると思いますが,うまく機能すれ
ば,コンビニも自ずから自浄作用が機能し,うま
くいくんじゃないかと思います｡
白淳 :ありがとうございます｡じゃあ最後に,松島先
生,お願いします｡
松島 :臨床心理学コースの松島と申します｡今日のお話
とちょっと関係すると思ったんですが,私たちは,
特に人とか心とかいうあたりに非常に関心を持っ
ています｡食事サービスというお話に関連して申
し上げますと,目に見えるお弁当の背後に,目に
は見えないですが,作って下さった方,運んで下
さった方の思いというような,非常に重要なもの
が一緒に運ばれてきて,それを召し上がることに
よって,ただ食べるという以上のものが発揮でき
ているんではないかと思ったんですね｡それが先
生がおっしゃった,介護する方との関係が非常に
重要だというところで,これだなというふうにと
お聞きしました｡今のNPOとか大きなコミュニ
ティということで言いますと,私たちの年代でも,
産直で誰々さんが作った野菜というふうにいた
だきますよね｡そういうふうなことと,たぶん構
図的には似ていると思います｡作業が非常に分担
されて誰が作ったか分からない,セブンイレブン
みたいなところで棚から取って食べるものと,人
というものが非常に限られながら介在する,福祉
サービスができていく時代に変わりつつあるんだ
なと感じまして,そのへんのことを先生ご自身が
どう評価なさっているのか,特に臨床心理学的な
立場からお聞きしたいと思います｡
一番ケ瀬 :私どもが力を入れているもう一つの課題は,
痴呆の問題です｡地域三世代子育て支援というの
があるんですね｡この地域三世代子育て支援とい
うのは,例えば,ミニデイサービスで,高齢者の
方がデイサービスを受けておられるところへ,地
域の子どもたちが行って一緒に暮らす,あるいは
一緒に過ごす｡そういうやり方もあるんです｡そ
ういうところを見てみますと,かなり痴呆だと思
われる高齢者の方でも,子どもの顔を見ると,顔
色が全く違います,表情が全く違います｡それか
ら,子どもと高齢者が非常に仲が良いんですね｡
というのは,子どもはいろいろな事を聞きたがる,
同じことを繰り返して聞きたがる｡ それに対して
(15)
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親は忙しいから,｢さっき言ったでしょ｣で終わっ
ちゃうんです｡高齢者の人は何回も同じことを答
える｡ 答えることにより,むしろ喜びを感じる｡
食事介助なんかもワーカーの方がやっていると,
子どもがまねして高齢者の方にやる,今度は高齢
者の人が子どもの口に入れる｡ とても仲が良いん
です｡そういうやり方を,今全ての自治体が来年
ぐらいから始めるんではないでしょうか｡農林水
産省の関係でまだ決定ではないんですけど,食青
の問題などかなり可能性が出てきています｡
それから,食事の教育｡介護福祉専門学校で調
査したものによりますと,食事サービスの在り方
が非常に大事だと言われています｡家事援助の中
でも大事ですし,高齢者援助の中でも大事なんで
すが,昔のようにお茶碗とお椀,主菜と副菜,そ
ういう並べ方,あるいはそういう形で食事をし
ている介護福祉専門学校の学生さんは3分の1ぐ
らいだそうです｡あとは,一皿で召し上がる,そ
れからお弁当｡その結果,体格は良くなってい
ますけれども,体力がないとか,あるいは他にど
こかでいろいろ結果が出てきていると言われてい
ます｡私どもは,もっと日本の正しい食生活を実
践し,しかも食材を地域のコミュニティから調達
し,三世代子育て支援に結びつけて,元気高齢者
の人が,昔ながらの日本食を子どもたちに食べさ
せる｡ そういう活動にしていこうと,今,構図を
描きながら具体化しています｡先生がおっしゃっ
たように,地域の農産物を活用されることによっ
て,農業の衰退,あるいは農業の再生という問題
も解決していく｡はっきり言って,農業政策は誠
に残念ながら,おかしかったと思うんですね｡少
なくとも3割自給を考えないと,大変なことにな
ると思います｡それを念頭に置いた新しい農業の
あり方を,地域の中で考えられないだろうか,ま
たそれを通じて先生がおっしゃったように,子育
て支揺,またコミュニティのあり方も考えられな
いだろうかということです｡是非お願いしたいん
ですけど,それぞれのご専門がおありでしょうけ
れども,総合性をもって考えれば,より生きてき
ますよね｡生活科学の総合性を大事にしていただ
きたい,そういう意味を込めて思います｡
白淳 :どうもありがとうございました｡一番ヶ瀬先生に
は,長寿社会科学ということで非常に幅広く,食
品の問題や居住の問題,さらには福祉の問題につ
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いてお話をうかがいました｡高齢社会において,
生活とはどういうものなのかということを考えさ
せていただきました｡ただ存在するというだけで
はなくて,活性化を図るというのが生活観なんだ
ということ,そこでは生きる力をどう引き出して
いくのかというのが,生活の大きなテーマなんだ
ということですね｡今日は大学院生の方もおられ
るわけですが,研究の方向としては,演緯法や帰
納法なども大事だけれど,生活科学の研究の中で
は,発想法というようなことも取り入れて研究を
やっていく｡大学院の皆さん方にも,ずいぶん勉
強になることが多かったというふうに思います｡
今日はたいへんお忙しい中,東京から来ていた
だきまして,講演会としてお話をうかがいました｡
再度お礼を込めまして,拍手でお送りしたいと思
います｡どうもありがとうございました｡
(本稿は,平成15年3月11日 (火)に開催された
生活科学研究科学術講演会の内容を収録したもの
である｡)
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